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が、その他の遺伝子変異が少ない。SMARCB1 の不活化が AT/RT 発生のドラ
イバーであるが、SMARCB1 不活化からの AT/RT 発生の機序については明ら
かでない。本研究では、SMARCB1不活化による AT/RTの発生機序を解明し、
創薬ターゲットを同定することを目的とした。 
【方法】SMARCB1 をノックアウトしたヒト iPS 細胞（hPSCSMARCB1-/-）、同








































AT/RT が発生した。hPSCSMARCB1-/-由来 AT/RT は胚性幹細胞様遺伝子発現
（ESC-like signature）が亢進していた。NPLCSMARCB1-/-に初期化 4 因子によ









 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和元年 5月 22日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
